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ハイダ語の類別接頭辞と名詞類別

堀 博 文

・1.序

ハイダ語には,動詞に付加される付属形式のひとつとして類別接頭辞と称さ

れる要素がある
1。

その典型的な機能は,自動詞節であればその主語,他動詞節
であればその目的語となる名詞句がどのような意味範疇に属するのかを示すこ

とである。名詞を何らかの基準によって分類し,それらがどの範疇に属するか

を示すという点で,一般的に類別辞ciassi■erと いわれるものの一種である
2:

本稿は,ハイパ語の類別接頭辞の概要について述べた後,それらの機能が類

別classncatimだ けに留まらず,談話においてもある一定の機能を果たすこと

を指摘し,更に,ハイダ語の類別接頭辞の考察を通じて名詞類別の本質的な特
徴を探ることを目的とする。

2.ハイダ語の類別接頭辞の一般的特徴

一般的に類別辞といわれるものには,名詞に付く名詞類別辞nOun classiner,

数詞に付く助数詞numeral dassi■ er,動詞に付く動詞類別辞verbal dassinerな

どがあるハ ハイダ語の類別接頭辞は,動詞語根に付加されることから,それ

1ハ
イダ語Haldaは ,カナグのアツティッシュ・ コロンピア州北西海岸のハイダ・グワーイHalda
Cwali(旧 名 :ク ィーン・シャーロット諸島)と アメリカ合衆国アラスカ州の南東部で話される

系統不明の孤立言語である。ハイダ語の類別接頭辞については堀 (2001a)で も扱ったが,その

後の調査の進展において,旧稿で十分扱い得なかった点を敷術したり,l日稿の分析・解釈上の誤
りを正したりする必要が生したために,本稿を新たに草することにした。
2勿
論,類別辞は,言語によっては付属形式の場合もあれば,自 由形式 (付属語)の場合もあり,
また,数詞につくものや名詞につくものなどいろいろなタイプがあり得る (類別辞の種類につい
ては,例えば,menvald 20∞ なとを参照)。 尚,本稿では,そのような類別の機能を有する形
態素一般を「類別辞」,対 して,ハイダ語のそれをいう場合嗜「類別接頭辞」と称することにす
る。
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らの中でも動詞類別辞の一種であるといえる。動詞類別辞は,二般的な特徴と
して,自動詞節の主語あるいは他動詞節の目的語となる名詞句が如何なる意味

範疇に属するかを示す機能を有する (AnenvJd 200)150な どを参照)。 次の

例にみるように,その特徴はハィダ語の類別接頭辞にも当て嵌まる
3。

(1)c'aanЭway 匈1‐Caaw_■ '7a‐ 9on
the log       cL‐ L"‐ tO destinaton― PAST

'The log drifted ashore.'

(2) c'aanawaay=?asarJ t'ala4

the.log=too we

'We rolled the log out.'

kid-*gi-daal-soa-gan.

by.poking-cr,-r.aove.ar,oNc-to.centre-PAST

(1)は滋α″を語根とする自動詞節の例であり,それに付加される類別接頭辞

タニは,その節の主語οセα物 ″η■e log'の物理的特性,すなわち,筒状の大
きい物体 (他にも,例えば, トーテムポールなど)であることを表わしている。

(2)は動詞語根滋α″こ手段接頭辞滋″が付加されてできた他動詞の例であり,類
別接頭辞ウ′はその他動詞節の目的語oレク″″ιη `the 10g'の意味特徴を示して

いる。これらの例にみるように,ハイダ語の類別接頭辞は,他の言語の動詞類
別辞と同様,いわば動詞の方からこれら統語的に関連する名詞句が如何なる範
時に属するものかを表わしており,そのスコープは動詞内部ではなく節にある

といえる (Akhewald 2000:270な どを参照)。

しかし,ハ イダ語の類別接頭辞はすべての動詞語根に付加されるわけではな
い。その点でみれば,いわゆる文法性genderに 代表されるような名詞クラス

noun cLssと は異なる (D破on 1982,1986な どを参照)。 つまり,名詞類別の標
示は義務的な文法範時の一つではなく,類別接頭辞の現われは,形態法上の条
件によって決められている。

8以
下にあげるハイグ語例は,典拠が示されていない限り,筆者力鳴 たものである (話者名はこの
論文の末尾に示す)。 それぞれのハイダ語例の 1行日は音素表記, 2行 日は逐語訳 (グロス。略
号の一覧は未尾を参照されたい),3行 日は英訳である。ハイグ語の接辞の付き方は基本的に膠
着的であるの■ 音素表記に接辞の境界を示すことにする (但 し,形態音韻規則によって形態素
間の境界が明瞭ではない場合は,ガ場 (H∝硬[ヽTI)の ように示す)。
ハイ舛語の音素は次の通りである ([]内に国際音声字母による表記を示す):● 4ュ ら a lpl,
4L夕 ′',″ ,夕tsノ,ぁχ,お バ島],ε 口 ],`';凛 ι″;れ ら′;● ,4'′ 1211';4(a,4(の,4,
尚,閉鎖音と破擦音の有声字は無声無気音,無声字は無声有気音を表わす。また,″ は,ゆる
やかな声立てを表わす。
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ハイパ語では,動詞の核となる動詞語根は,自由語根と拘束語根に分類され
そのそれぞれに様々な接辞が付加されて述語となる動詞が形成される (詳しく

はHo● 2016を参照)。 それらの語根には,その前に様々な接頭辞が付加される
が,自 由語根と拘束語根の違いは,(3)に示すように,付加される接頭辞の種
類にある (括弧に入れたのは随意的要素である)。

(3)ハ イダ語の動詞語根の前に付加される要素
4

a(使役)― (自動詞化)― (手段接頭辞)一 自由語根
b(使役)― (自動詞化)―手段接頭辞―類別接頭辞―拘束語根

すなわち,自 由語根には類別接頭辞が付かず,また,手段接頭辞の付加も随意
的である (よ り正確にいえ氏 ある程度語彙的に決まっている)のに対し,拘
束語根は,手段接頭辞と類別接頭辞の両方あるいはどちらか一方を必ず要する。
従って,手段接頭辞と類別接頭辞,拘束語根の組み合わせには次の三通りが考
えられる。

141ハ イダ語の拘束語根,手段接頭辞,類別接頭辞の組み合わせ
a 手段接頭辞―拘束語根
b 類別接頭辞―拘束語根
c 手段接頭辞―類別接頭辞―拘束語根

本稿では,自 由語根と拘束語根の区別をするために,上例の (1)〈2)のσα
`ω

`LE/滋″ `MOVE ALONG'の よ うに,拘 束 語 根 の グ ロ ス を ス モ ー ル キ ャ ピタ ル で 示

すことにする。

自由語根と拘束語根は,それらの表わす意味内容の面でも異なり,自 由語根
は比較的意味が捕捉しやすいが,拘束語根は概して意味が曖味で捉えにくい。
むしろより具体的な概念を表わす手段接頭辞や類別接頭辞が付加されることに

よちてその語幹 (つまり,語根とそれらの接頭辞)全体の意味が捉えやすくな
るという特徴がある (類別接頭辞が具体的な意味を表わすという点については

4更に,生産的ではない力≒ハイダ語にはいわゆる名詞抱合があり,名詞語恨 (あるいはそれに類
する形式)力、それらの語根の前に付加されることがある。但し,その名詞語根の位置は,動詞語
根の種類あるいは付加される接頭辞の種類によって異なる (詳しくはHon 2016 2■ 9を参照)。
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32参照)5。

ulJ接頭辞が付加される拘束語根を意味特徴によって大まかに分類すれ 1亀

次のようになる。

(51拘束語根の意味猥

a_ 位置 :ク″■oaげ σ″″`leFわ Z Ъe(on Nめメ
`躊
Ъe closeFッ

“

Ъang dowゴ

b 対象の取り扱い・移動 :滋″ `move ab電メσb`POke inc'′ j`extend,'71z″
`ruL'σὶ move,alソ `皿1'醐θ`glvら 'v″ `come ashore.'c滅 `imve,/as′ a
`fall叫 」deF υ′̀Inake NP g0 0n t"watr'

c 物の状態の変化 :“′̀ break up hto clasdner_Lke pieces,7夕 面 。̀ bundle,'

″θ′̀get a dasSier‐ lke hole,'sσ′″`open(Nめ ,'″b`break or'

d音の発生:酵gomake a noise′ ″り″ try in a clasdnerlike voicei s″ Ъake
a classiner like fat'″クカ″̀ laugh in a dassiner‐ like voice'

ここにあげた分類はもとより網羅的ではなく,また,この意味分類も再考の余

地が大いにあるが,自動詞主語あるいは他動詞目的語となる名詞句の指示物の

形状などによって形式を違える類別動詞classincatory verbの表わす意味分類と

多少重なることがみてとれる。実際,北米のアサバスカ語族にみられる類別動

詞は,上の分類でいえ1北 おそらく (5a)の 「位置」や (5b)の 「対象の取り

扱い・移動」に関するものが多い (D"idson et al.1963,Cro■ 1994 Ainenvald

2000)。 しかし,ハイダ語で類別接頭辞をとりうる拘束語根は,類別動詞の有す

る意味範囲に加え,(5c)の 「物の状態の変化」や (5d)の 「音の発生」を表わ

す点において,少なくとも類別動詞よりも意味範囲が広いといえる ((5d)の
「音の発生」については32参照)。

(5)にあげた拘束語根はその一部でしかないが,当然のことながら,それら

と同じような意味を表わす自由語恨もある。すなわち,同じ行為あるいは出来

事を表わすのに,自 由語根による方法と拘束語根による方法の両様あるという

ことである。それらの違いについては4節で述べる。

尚,上に述べたように,ハ イダ語の類別接頭辞が付加されるのは基本的に動

6従って,拘束語根の中には意味の記述力簑 しいものがあり,そ ういったものにはグロスでは単に
R00Tと記すことにする。
6意
味の記述にあたっては,調査協力者による内省に加え,Ennco(21X8)も 参考にした。また,
`を付したものは,類別接頭辞に加え,手段接頭辞も要する。
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詞であるが,数量詞の語恨v″ (～ 諾,[自 由変異])は この類別接頭辞を要求
し,INP cL―v″誘切 で「NP丸 ごと」「NP一杯」などの意味を表わす7。 例え喘

(6) a. caal sca-sgu

night cL-wHoLE

'He cried alt night.'

b.'laa=9i k ay

'la=scay'le-gan.

he=cry-pasr

c'as-sPu *a=Cas-sdlaay ?waa=gi kilxiga!-gan.

to.that need-p,qsrto.him/her apple cl-wHole I=cr.-oft,r [NM]-zl

'l had to give him,/her a box of apptes.'8

(6a)の scaは ロープのような一次元で伸縮のある物体を含む類別接頭辞であ

り,s″ 鶴り'滋滋 `Whter/year'に対しても用いられる。(6a)ではそれが語根

vノ WHOL13'に付加され,全体でその前の名詞
“
α′̀Ⅲ曇t'を修飾している。一

方,(6b)では,箱状のものを表わす類別接頭辞ιし,が語根孟場に付加され,そ
の前の名詞んη `apple'を修飾し, りんごが箱一杯につまった状態にあること

を表わしている。尚,本来「りんご」に対して用いられる類別接頭辞は,小さ
な球状のものを表わすs麟であるので,動詞語根訪 `clvE'(>Sの (但し,‐αη
[く
―g`期 によって名詞化されている)にはs滋″が付加されるべきである力ヽ こ
の例においては,rし,を用いることによって, 目的語となる「りんご」が箱に

入っている状態を示している。これらの例にみるように,類別接頭辞と語根v″
―孟,`wHoLE'の全体で日本語の「丸一bt」 の「丸」や「箱一杯」の「一杯」に

相当する概念を表わす。

3.類別接頭辞の分類

本節では,ハイダ語の類別接頭辞を形式的な特徴と意味的な特徴から分類す
ることを試みる。

7類
別接頭辞は数詞にも付カロされるが,数詞は,下の例に示すように,動詞接辞が付加されるの
で,動詞の一種であると見徹す。
″ ″,S鈍 タ ス (hOuse cL be● VO‐PASTD`There were● vo hollss'
3ハ
ィダ語の 3人称代名詞 ('磁 ～物 (自立形)と 'ル (ク リティック形))lま ,指示対象の性別に
よる区別がないが,談話から抜き出した例文においては,その指示対象の性別によって 'her
・she',更に続語環境によって Ъぽ `h∝ 慟h'な どと英訳を付すことにする。
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3.1 形式からの分類
ハイズ語の類酬接頭辞の多くは1音節である。それらの音節構造を示すと,

まず,開音節のものには,次のタイプがある。

(7)類別接頭辞の音節構造 :開音節の場合
9

a CV:″ ,ノ●,′
',σ `■
,′′b―

b ヽド、:1″″,σ″″,c好,′α″ ・
c CCV:鮨″,ゥ■,v″,S″ ,S`′
d CCVVl:Sんα″,s9■α―,た '″α″

音韻論的にみれば,(7a)と (7b),ま た,(7c)と (7d)はそれぞれ「短母音」

と「長母音」の違いにみえるが,(7a)と (7c)は音声的には低声調を担った長

母音で実現するので (例え氏 ′,Igh],“ [Ga]Ю),高声調を担う (7b)と く7d)

(例えば,滋″ 降 :1,Ca″ [“1)と は母音の長さではなく声調が異なる。(7a)

や (7c)のように/V/タ イプの音節を長母音でかつ低声調 (すなわち,[0])に

するという音韻規則は,同 じタイプの音節をもつ自由語根には必ず適用される

(例 :/cu/→ [ぬ:]`burn'な ど)力S,拘束語根には適用されず,/V/タ イプの音

節の母音は長母音として実現しない (例えば,/cu/`cARRY'と いう拘束語根は

[d]ではなく[culと なる [声調は前の音節のそれによる])。 /V/タ イプのulj
接頭辞が長母音で実現するという事実は,音声的には類別接頭辞が自立的にみ
えるものの,それだけ類別接頭辞が形態論的に拘束語根と一体となっているこ

とを示すと考えられる (詳細は,堀 2001bを参照)。      ,
一方,閉音節構造の類別接頭辞には次のようなタイプがある。

(81類別接頭辞の音節構造 :閉音節の場合

a CVC:(i)″ ,ab,,″ダ‐,′クι‐;(iD a,″,メα″,滋″,″″L

b NN、 C:ο l夕 ″́ ,′αm‐ ,″ααメ‐

c CiC2VC:(1)粥セタ,S′わ″,vあ■ (li)s′α″ ,なα牲 ,脅
'″
,s′わ

d ClCSい、C:(i)物夕α牲 ,カセι″;(ii)9渤
“
ダ,,″ααみ

e・ CIC2CМⅣ)C:S″ %ダ‐,二り′a″

0/VV/は
同一母音の連続を表わす。

Ю
但し,′わ は [dl]の ように音節主音的な側面接近音として実現する。
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閉音節構造のうち,末尾の子音が阻害音 〈すなわち,閉鎖音,摩擦音)である
(8a)の (i)と (8c)の (i)と (8e)の単母音音節は低声調を担い,それ以外
はすべて高声調を担う。また,音節初頭に2つ以上の子音が現われる場合は,
(8c)と (8d)の (1)に示されるように,Clに /s,1/のいずれか,C2に阻害音

(上記の二種類の音に加えて側面破擦音の/dl,」,tr/を含む)力 現`われる組み合

わせ (例 :/sgん /1g/,/Sdy)と ,(8d)の (ii)のようにClに聞鎖音,C2に /w/が
現われる組み合わせ (例 :/ィッ,/kW/)に 限られるようである。

尚,/sν /sn?/な どの子音連続は,おそらくlulJ接頭辞に固有のものであり,
他の形態素にはみられない。ことによると音象徴的な働きもあると考えられる

が,類別接頭辞において形式と意味の間に一定の相関関係があるか否かは検討
の余地がある (32も 参照)。

32 意味的分類
ハイダ語の類別接頭辞はその数が多く,Swanton(1911)で36,Levine(1977)

で34が数えられており,筆者の調査ではおよそ100種類以上,更に,Eico C005)
では400種類を数える

11。 これだけの数の多さからみても名詞クラスとは異なり

(Dttm 1986参照),その点でいえば,ハイダ語の類別接頭辞 (あるいは他の言
語にみられる動詞類別辞)は助数詞に近いといえよう。
ハイダ語の類別接頭辞には,それによって分類される名詞がある程度決まっ
ているもの (例え成 日本語の助数詞「本」に対する「人参」や「鉛筆」など
と比較)と ,そのような名詞が決まっていないものがある。後者の類別接頭辞
は,その指示対象のその時々の状態や様態を表わすために用いられるという点
で,い うなれ峙 典型的な類別とは異なる機能を有するといえる。ただ,前者
のような場合でも,ある名詞に対するulJ接頭辞の使用が固定されているわけ
ではなく,あ くまでも話者が発話においてその名詞のどの部分もしくは様態に
重きを置くかによって使われる類別接頭辞が異なることがあり得る 〈例えば,

(6b), また,後述参照)。 その点において,名詞とそれが属するクラスが固定
されている名詞クラスと異なる。

ハイダ語の類別接頭辞の表わす範時のうち,最も上位にあるのは [有生性]
による区別である。そのうち,[十有生性](す なわち有生物)を表わす類】」接頭
辞にはィわ‐と′″‐があり,前者は単数の有生物,後者は有生物の (複数という

H但し,Ennco(2005)は 過剰分析の可能性もあり, この数字には多少の疑間が残る。

-165-



よりも)集団を表わす。但し,有生物といってもすべての有生物を包含するわ

けではなく,ほ乳類や魚,鳥が主であり,それ以外の有生物はその形状などの

特徴によって他の類別接頭辞が用いられる (例 :″αω`octopus'には長い突起

物があるものを表わす類別接頭辞ルが適用される)12。 次の (9a)は類別接頭辞

が人に,ま た,(9b)は 滋η
``COhO salmor(9c)は

′z〃″ッ̀ the harbour sealF

(9d)は 醐 Э`bm'に対して用いられた例である (いずれも自動詞節である)。

(9)a.candlaay=guud  'L dlo‐ xyaaO‐da」 gon

dle.water=along  he   cL‐ RUN‐a10ng‐ PAST

`He ran along the jvet'

b.qwaayaay=ciisda='uu taayi dla-xyaa4 -gan.

the.rope=from=roc coho.salmon cL-ttANG-PAsr

'Coho sahiron hanged dotvn ftom the rope.'

c.halvTan='uu zuudaay=13s4 gay―db―g切―goll.

stШ=Poc    the harbounseal=too byfloa血 増 cL FLDヽ T‐PAST

:The harbOur seal was s」 Ш nOndng.

d.tadlo='uu  candlo=di   dlo‐ gi‐9watt gon

100n=FOC  Water―hto  cL‐MOVE.ON:W.WATER around‐ m絣

`A loon■vas sゃvi― g arOund in the wate■ '

一方,有生物の集団に対して類別接頭辞″ヶが用いられている例には次のよ

うなものがある。

Clll a.q'a naay=ci    raloO   gal‐ daal‐ごi‐gen

the hotel=into we   CL‐ MOVE ALONC‐htO‐ P.AsT

`We walked into the hotel.'

b iryamピicataay=Ca=?osol ro=stt  gao毬崎‐daal‐ gan.

the.bushes=to=too two.of.them cl-nw-along-resr

'T$o of them (= wolves) ran into the bushes again.'

2 Ennco 0005,905)に よれに ,“‐は鳥や虫 (但し,一部の動詞語根に限られる)にヽ月、らヽれ

る。
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尚,後述するように,人に対しては, これら二種類の類別接頭辞に加えて,
何らかの意味を付与するために本来無生物に適用される類別接頭辞が用いられ

ることがある。

一方,無生物は,まず1次元のもの (線状), 2次元のもの (平面), 3次元
のもの 〈球体や構造体)に分けられ,更に,それぞれについて下位分類するこ

とができる。ひとまず,類別接頭辞の中でも,それによって分類される典型的
な名詞が捕捉しやすいものを対象に, 1次元のものを表わす類別接頭辞をあげ

てみると,おおよそ [nexible]か [ud]に よって大きく分けられ 更に,前者
はIeXtended]に よって端の有無,後者は円筒・円札 曲がった物体といった形
状によって分けることができる。その関係を示せ|ム 次のようである (括弧内

にあるのは,その範時に属する代表的な名詞である)。

0〕 類別接頭辞の意味分類 :1次元
a  [nexible]

(1)[+extended]sa″ (Юpe,rOad),(ii)[― eXtended]`,Oecklace,beltp

b [五」d]

(i)[cylind五cal]

ISOlid]large:夕′(103 totem pole)/Small■ レ ●dck,Cane)

[h。1low]孟レ (bottle,ョ me)

(ii)[curvedl s′″ (rin3 bow)

2次元を表わすulJ接頭辞は,ある形状を有するもの (円形・四角形・格子

状など)と形状が特定できないものに分かれ 後者は,固さや拡がりによって

細かく分けられる。すなわち, 2次元のもののうち,形状が特定できないもの
は1次元のものと同じ特徴によって分類されるといえる。

021類】」接頭辞の意味分類 :2次元
a 形状があるもの

(1)IrOund/concave]タト(bい,masO(il)[rectangularl′ 二(仙融軋 kerchieo,
(面)[grid_like]勝 ″ (laddet chai→ ;(市)[SPatulate]`乞 ″ (featheL sPoOn)← )

[branChingJ many pr● ectiOns:ダ 9′ (comb,branch),paired pr● ectiOnsヵ″

(SCiSSOrs,forkl;(宙 )[radial]″ (hand,glove)
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b形 状が特定できないもの
(i)[rigid]σα‐(bOard,dish,town),(11)[■ exible]′′b― (papeL savら leaf),(■ i)

[eXtended]夕 ′ (eanh,Sky)

3次元のものに関わる類別接頭辞の場合は,類別される名詞の指示物の機能
が意味特徴として加わる。

0類別接頭辞の意味分類 :3次元
a. 形場ヽIspheJCall:(1)Snlau s滋 鮨

=y pOtatO〉
;

the moon)

(iil large q'ql (money the sun,

b機 能 0[cOntttne■ igld]οし,(box〉 (ii)[COntaine■ ■e対ble]″ (b亀 ∞aO;
0)[臓ldingl η (hOuSe)

(13)の 3次元のものは,形状というよりもむしろ機能の面からみた分類が中

心になつている。それはおそらく3次元になると,様々な形のものが現われ,
それらについて一つ一つの範疇を立てるよりは,その物体の機能や用途によっ

てまとめた方が簡便だからであろう。しかし,こ うした機能の面からみた分類

は,その文化固有の慣習に基づく範疇化の反映であるゆえに,形状による分類
ようも部外者にとっては分かりにくいことが多く,ま た予測が難しい (Allan

197■ 290な ど参照)。 更に言え嗅 機能によって立てられた範疇は,形状によ
る範疇よりもそれに属する名詞が少ない傾向にある。実際,(13b)の 洗

"は
箱

の形状一般 (すなわち六面体)を表わすというよりも,箱として使用しうるも
のに限られるという点でかなり限定的である。また,り も建物にしか使えな
いので,その適用範囲はかなり狭いといえる。加えて, このように機能が基準
の一つとして用いられるゆえに,分類がすべての名詞に及ばないとも考えられ
る 〈Aikhew』d200)335)。

類別辞の意味分類は, これまでAdams and Conklin(1973),Anan(1977),

Akhenvald(2000)な どいくつかの試みがなされてきた。勿論,対象とする類
別辞が助数詞であるのか,動詞mlJ辞であるのかなどによって意味分類が異な

ることがあるものの,有生物と無生物の区別があること,無生物を細かく分け
るには,形,大きさ,堅さ,材質などが関与していることが指摘されている。
これらの特徴は,人の感覚 (視覚と触党)で捉えられるゆえに,おそらくどの

言語にも広く適用されるのであろう (参照 :Adams md Conl血 1973:298)。 ま
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た, これらの感覚に基づく類別辞は,部外者にとっても認識し,習得すること
が比較的容易であることが多い。

しかし,人間の感覚によって分類された名詞が常に何らかの特徴を共有し,
それによって一つの範時にまとめられるとは限らない 〈価 envJd 200■ 308)。

そうしてまとめられた名詞も均質の範疇をなすわけではなく,それらの名詞を

結びつける動機が分からない場合も多い。例えば,sθα‐という類別接頭辞は,

「ロープ」や「道」など1次元のものを表わすが ((1la)参照),その中に例え

1亀 滋滋 `yeat宙 nter'や s″ `day',σαα″nigllt'と いった時間の単位まで含まれ

るのは,如何なる理由によるのかはっきりせず,た とえ分かったとしても,そ
れに対する十分な証拠が得られない限り,それらの名詞が属する動機付けを説
明したことにはならない。

しかし,見方をかえれ成 一群の名詞を一つの範疇にまとめるその方法から,
その文化の社会歴史的な背景が分かることもある。例えば,ハ イダ語のわ″
`boat,9anoe'に は,「プランケット」や「ネッカチーフ」と同じく′′という類

】U接頭辞 ((12a)参照)が用いられるが, これは,ハイダ族のカメーがかつて
帆を張っていたからである (Emco 2005 932)。 同様に,sσω `kmfe'に対し

てσ″という「板」や「皿Jと 同じ類別接頭辞 (〈12b)参照)が用いられるの
は,ハイダ族はかつて貝殻をナイフとして使っていたからであり,それゆえに,
「ナイフ」は,実際に現在使われている形状に拘わらず,平たいものの中に分類
されていると考えられる。

更に, こうした分類のあり方から,その民族が新たに導入された手工品を受
け入れる時に,それのどの特徴を分類に最も有効なものと見倣したかが分かる。
ハイダ族の場合をみてみると,ヨーロッパ人との接触の後に導入されたものに

対しては,そ の形状によって分類していることが多い。例え氏 Й″ `gun'を

「武器」の一種として捉え,σ笏夕Ⅲ′〆arrOW',あ るいは力漏 `bo"v'と 同じ範

時に入れることも考えられるが,実際には,銃身の形が筒状であるところから
s・tい という類別接頭辞と結びつけられている

10。

同様に,そのЙ″ `gun'を構成
要素に持つ複合語た″喜

“
η fgun+StOne)・bulet'も その形状から,ベ リーや

ジャガイモなど球状のものを表わす島mという類別接頭辞が用いられる。
上に示した分類は,も とより固定的なものではない。実際,同 じ名詞が異な

“ちなみに,「矢」にはs夕′,「弓」には
“
″ という類別接頭辞が用いられる。いずれも形状による

分類である。
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る範時に属することがある。例え疇 s雄ヮ%`血g'に対しては,sみ と,クみの
両方のal」接頭辞が用いられ得る。いずれも輪状のものを表わすが,前者の類
別接頭辞は円形,後者は円弧状のものを表わす傾向にある。同様に,ο″″

““
″ル

`chJr'は ,類別接頭辞としてた″とも″のいずれo用いられる (前者の類別接
頭辞は,いわば格子状になっているもの,後者は,対になった突起物があるも
のに対して用いられる)。

類別接頭辞による分類 (範疇)と それに属するとみられる名詞が一対―の関

係にないことも名詞クラスと異なる点である (更に後述参照)。

(11)か ら (13)に示した分類は,ハイダ語に現われるすべてのul」接頭辞を

対象としたものではなく,名詞との結びつきが分かりやすいものに限っている
ので,分類としては不十分である。また,分類の仕九 とりわけ意味特徴の間
に,階層的な関係があるのかどうかなど,い くつか更に検討を重ねる余地があ
る。とりわけ3次元のものは,特定の名詞と結びつかない類剛接頭辞を含めれ
ば,更にいくつかの特徴が必要になってくることが十分予想される14。

EnHco(200,1857■ )ではより多くの類別接頭辞を対象に意味特徴の指定の

組み合わせ方によって類別接頭辞の記述を試みているが,対象を1次元と2次
元だけに限定していること, また,意味特徴の設定が過剰に細分化されている
ために,結果として示される分類が如何なる体系をなすのかが分からなくなっ
てしまっているのが問題点として指摘できる。そもそもひとつの範時に属する

名詞の間に共有する特徴を見出すことが難しいゆえに,そのようなtax¨血c

な方法がハイダ語などの動詞ull辞を含む名詞ulJ一般を記述するのに有効か

どうかも検討する必要がある (尚,分類の方法論についてはAkhenvald 201111:
317も参照)。

尚,形式と意味の間の関連性を示唆するものとして,L"ine(197■ 151)は ,
(14)に 示すように,音節末尾が/b/で終わる類別接頭辞と/m/で終わるそれら
の組をあげている (表記はLevhe 1977の ものを本稿のそれに改変した。尚,括
弧に示したのはそれぞれの類別接頭辞の範疇の近似的な意味であり,必ずしも
正確な意味ではない)。

“実胤 3次元には lsphencalし か設十していないが,例えR六 面体に対して用ヽヽられるた
'という類別接頭辞を記述するには (13)に立てた特徴以外に l“薄曇α』 という特徴を設定しな

くてはならない。
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Levineが指摘するような末尾子音が/b/と /m/でぁる類別接頭辞の組は,他にも
みられる。例えば,

⑭ a.ピab‐  (stralght)

b dab―  (smaD
c sgab‐  (curved)

l151 a gab‐  (■at and cOncave) :

b rab_ (」 ght)      :
c ttab―  (fast)      :
d tl'ab‐  (■血 )      :

(am, (narrow)

dam- (big and round)

sgam- (hemispherical)

gem‐ (Small alld nao

ピOm‐  (Sma■ pieces)

igom‐  (smali Sphercal)

rm_Qね 0

Lwine(197■ 151)|ま ,/b/で終わる類別接頭辞は1次元の形状,/m/で終わる
それらは2次元の形状を表わすと指摘し,歴史的にこれらの子音は何らかの形
態素的な機能を有していたと述べている。しかし,LcMne(1977)力

'あ
げる例

のうち (14b)の 組はいずれも2次元ないし3次元のものを表わし,ま た,(15)
の組をみてもL"heのいうような意味的な相関関係があるとはいえない15。 た
だ,何らかの音象徴的な関係があったことは指摘できるかもしれないが,今は
まだそれを詳らかにする機会を得ていない。

これと関連していえば,ハイダ語にはいわゆる擬音・擬態を表わす語がなく,
Oll接頭辞がそれに相当する働きをする。(16)に示すaの″″‐は空腹時に鳴る

音あるいはいびき,bの″″は小さくて平らなものに加えて,この場合は大き
な音,cの■″ははじけるような音 (こ の場合は 〈赤ん坊の)大きな泣き声),
dの滋α‐は甲高い笑い声を表わす。

a61 a di   dal q'ud-.ru-daga-ga.

my stomach by.hunger-cl-uexl.e.NotsB-NoNpAsT

'My stomach is rumbling.'

b.?aqkus='iisda=aan'la=g3ra-daga-sdla-gen.
all.of.sudden he=cr,-Maxr.e.xorsr-completely-rasr

'All of sudden he made a loud noise.'

お
詳述はここでは控えるが, これと似たようなことはすでにSapt(1923)も 指摘している。
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c. huu

then

'Then he

.d. yaan

truly
`Beth cac」 Ldメ

このような様々な音を表わすulJ接頭辞が現われる動詞語根は,いずれも何ら

かの音を発することを意味するものに限られてぃる (上掲の動詞語恨の意味分

類 (5d)を 参照)。 一方,類別接頭辞をみると,物の形や大きさから転用され

たものと,専ら音を表わすのに用いられるものがある。前者は;例えば,大き
くて丸いものを表わすめ″や幅広さを表わす″″,大きいものを表わす滋みが

大きな音を表わし,また,薄 くて幅の狭さを表わす′bたが高い音,小さいもの

を表わす″″が小さい音,物が散らばった状態を表わすjα″が不規則な音を表わ

すなど,おおよそ物の形や大きさとの間に類推関係を見出すことができる。そ

れに対して,後者の専ら音を表わすlulJ接頭辞には,雷の音ιl″ ,ア どの鳴き

声vフ″などを表わすものがある
1ヽ

ところで,上に述べたように,名詞類別は,名詞クラスとは異なり,すべて

の名詞が何らかの範疇に属するようにはなっておらず,それらの範疇から漏れ

てしまうものが少なからずある。そうした場合,名詞類別を行なう多くの言語

においては, どのような物に対しても広く適用できるような類別辞がある。例

え嗅 ′ヽイダ語の類別接頭辞λ,は,無生物に対して広く用いられ,話者によっ

ては本来使うべき類別接頭辞を使わずにこの納―を多用することさえある。例

え峙

'la=q'aa-ggigeq=qawdi ...

he=cl-cry=for.a,while

cried loudly and after a while ...'

Beth kaa-lalcu-gan.

f,?) a. ?a4ca scawaay *aa

own the.knife I
fis― cuy― da-9on.

CL―FALL― CAuS‐PAST

'I dropped my knife.'

b. gyaa?adaay *aa ?is-ouy-da-gan.

the.blanket I cL-MLL-cAUs-PAsr

'I dropped the blanket.'

お
音象徴的な意味があるのかどうかをみるには,更に多くの類例を得る必要がある。
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本来使われるべき類別接頭辞は,(17a)の sa`“γ̀ the nfe'に 対してはσ″
(上述参照),(17b)の霧 λ滋″ `the blanket'に 対しては四角いものを表わす

′■である。これらの31J接頭辞を用いずに適用範囲の広ぃ′ふを用いることは,
類別接頭辞が類別の機能を果たしていないことの現われともいえるが,動詞語
根Fηは類別接頭辞を要求する拘束語根であるために, このような適用範囲の

広い類別接頭辞があることによってその動詞語根を用いた表現が可能になって

いるともいえる。このような類別接頭辞の存在は,名詞類別のシステムを支え
るのに必須であるといってもよいであろう

17。

しかし,適用範囲の広い類別接頭辞′みを用いる話者であっても,本来使う
べき適切な類別接頭辞があることは知っており,む しろ,そのような個別の類
別接頭辞を用いることがより適切であると判断する。この事実は,類別接頭辞
が意味を有するか否か,すなわち,話者は,類別辞の意味を内省によって分析
し, どの名詞がどの範疇に属するかを把握しているか否かという問題 (Allan
197■ 290)と も関連する。ハイダ語に限っていえこ 類別接頭辞の意味は,話
者にとっても捕捉しやすく,実際,話者は,類別接頭辞だけを取り出して,そ
れがどのような意味範囲の名詞に対して用いられるのか,内省によって確かめ
ることができる。更に,一部の類別接頭辞は,拘束語根ル″に付加されて状態や
性質を表わす動詞を作る。例え峙

C81a.huusii='uu   c'Osluu‐ ga

dlat=FOC     cL‐ R00T―NONPAST

`Thatis a box-lke■ing'

b huusii='uu   ciJuu‐ ga

that=Foc     cL‐ R00T― NONPAST

`Thatis a bag―■ke thing'

c huusi='uu   sq'aiuu_ga

山at=FOC     CL‐ ROOT―NONPAST

`Thatisasdctk ttg'

これらの例における動詞語根

"″

は,それ自身,具体的な意味を持っておら

″この類別接頭辞ん 力
'ど
の程度適用されるかは十分調べているわけではないが,筆者の調査した

範囲でいえ氏 有生物以外のかなり多くの無生物に使われるようである。
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ず,状態や性質を表わす語を作るための語根という働きしかない。そして, こ

の場合,全体の具体的な意味を担っているのは,専 ら類別接頭辞であり, この

ことからも,類別接頭辞は具体的な意味を有するといえるであろう。

4.ハイダ語の類別接頭辞の臓話上の機能

先に述べたように,一つの名詞は必ず一つの範時に固定的に属するわけでは

ない。換言すれ氏 名詞とplJ接頭辞の間は固定した結びつきではなく,一つ

の名詞が異なうたNIJ接頭辞と結びつくことがあることから,類別接頭辞によ

る範疇化は可変的であり,ある程度の変異を許すものである。以下,その事実

を示す例をいくつか取り上呪 ハイダ語の類別接頭辞が談話において果たす機

能,更には,類別接頭辞の本質的な機能について考察する。

[1]名罰の表わす指示物を細分化する機能

例えば,ハイダ語の名詞
`ィ
れは,「紙」だけでなく,「本」などの紙でできた

もの全般を表わす。「紙」を表わすか,「本」を表わすかは,文脈から区別できる

ことが多いであろうが,しかし,次の文のように類別接頭辞が異なることによっ

て,そのいずれを表わすかが明確になることがある。

C9a qughaay  'laa   Fo‐ 対idon

the.paper  he/she CL‐ PЮK.UplPASTl

`He picked up d■ e papr

b qughaay  'laa   cay‐如dOn.

the.paper he/she cr,-ercr.Ue[ersr]

`He ptted upぬe book'

(19a)では薄いものを表わす類別接頭辞″b‐ ,(19b)では丸いもの,あるいは,

大きな塊を表わす類別接頭辞9セッがそれぞれ用いられていることによって,そ

れらの他動詞節の目的語の意味が差異化され,具体的に「紙」を表わすのか,

それとも「本」を表わすのかが明確になっている。つまり,名詞
`η

滋はいわ

ば「紙」という材質以外の詳細な情報を表わすわけではなく,類別接頭辞は,
そうした抽象的な意味をより個別化する,すなわち,紙という材質でできてい

る物か本であるかをより細かく表わす機能を有するとみることができる。
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次の例においても 〈19)と 同じ類別接頭辞の組によって,目的語となる名詞
滋ιわ`money'が紙幣なのか (20a),それとも硬貨なのか (20b)がより具体的

に表わされる。

00)a.daalacaay ta=tl'a-cuy-da-gan.

tle.money I=cL-FrlLL-cAUs-PAsT

'I dropped the bill.'

b.daalecaay la=q'ay-cuy-da-gan.

the.money I=CL-FAIL-CAUS-PAI;T

'I dropped the coin.'

あるいは,力αη″η `the stone'と いう名詞には,形や大きさに関する意味特
徴が含まれないが,同 じ節に現われる動詞に付加される類別接頭辞によって,
その「石」の形状が表わされることがある。例え|∴

2)a.lcaagaay lo=skaa cuy da‐ 9on

the.stone   I=cL‐ FALL‐ CAUS―PAST

`I dropped the(b』 1‐like)stoner

b icaagaay   lo=gu― cuy― da‐ gon

the.stOne   I=cL― FALL-0ヽuS―PAST

`I dropped the(buttOn_1lke)Stone'

(21a)の 小さい黙状のものを表わすulJ接頭辞並 ″,また,(21b)のポタンの

ように平たくて凹型のものを表わす類別接頭辞ク″がそれぞれ目的語となる

たα¢′αη `the stone'の 形状を具体的に指定する機能を果たしている。これらの

例において,名詞そのものには修飾語句が付かず,専ら動詞に付加されたulJ
接頭辞が動詞の側から名詞を修飾している点が特徴的である。

[2]名詞で表わされる指示対象の状態を表わす。
ハイダ語の類別接頭辞は,それと統語的に結びつく名詞の一時的あるいは恒

常的な状態を表わすことがある。例えl∴ 次の (22)におけるσ″フὰ nsh'は ,

本来であれば (22a)の ように有生物を表わす類別接頭辞′Jθ が用いられるべき

であるが,(22b)では「平たくて堅いもの」を表わすσ″が用いられている。後
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者の類別接頭辞は,すなわち,その「魚」力牲 きた状態ではなく:切 り身に (な
り,調理)された状態にあることを示している。

10a.ciina=?osЭ]  db‐len gon    ^

■sh=tOO      cL‐ BE‐PAST

`Fish lay do、vn(on iO tOO.'

b cllna=?osЭ O   ca‐ lon‐ gen

ash=t。。       c_BE‐PAST

`lA illet ofl flSh Was(on io tOo,'

同様に,次の例 (自動詞節)も ,その主語σ″″
～
″̀ COat'に対して本来用い

るべき類別接頭辞ο■とは違ったulJ接頭辞
"″
を適用することによって,その

名詞で表わされる指示物が通常のものとは違うことを表わしている。

② a'laaca ciピisgu cawdla gay― d‐9“‐90n
her   coat    new    ,■ oatinttcL‐PLOAT‐ PAST

´ `Her new coat was flo轟 電 F

h'laaca  ciriisgu  cawdla  gay gow‐ 9iO‐9on,
her     cOat     new     by.f10aung_cL‐ PLllAT―PAST

`Her new(and bり COat Was loathg'

(23a)は ,「コートが浮いている」とぃう出来事を表わすのに最も中立的な表

現であるが,(23b)では幅の広いもの (例えば,「川」「大皿」「洗い桶」など)に
適用される″″という類別接頭辞が甲いられることによって,その「コート」
が通常よりも大きいサイズのものであることが合意される。ここでも名詞に修

飾語を加えるのではなく,類別接頭辞が修飾の機能を果たしていることに注意
されたい。

これと同種の類別接頭辞の用法として,名詞で表わされた指示物が容器など
に入れられた状態を表わすことがある。例え峙

10 a sgewsldaay     ごos―cudi‐ga.

the po●toes  cL‐ LIE‐NOmttT

`There is a bOx Of potatoesメ
(1■ The potatoes h a box lie)
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b s9o■vsidaay    ci― Gudi‐ 9a

the pOtatoes    cL‐ LIE―NONPAST

`There is a bag of potatoes'(lit The potatOes in a bag lie)

(2の の主語となる名詞り冽"滋η
`the potato'に本来適用される類別接頭辞は,

小さい球状のものを表わすs滋″であるが,(24a)では箱状のものを表わす類別

接頭辞σbs,(24b)で は袋状のものを表わすσ́が用いられることによって,そ
の「ジャガイモ」力`それらの容器に入っていることが表わされている。ハイダ

語においてもその物が入っている場所を後置詞句で表わすことができるが (英

語の滋αみαなどと比較), これらの例においては,動詞の側で「ジャガィモ」
の一時的な状態が表わされているといえる。更にいえ民 この場合,「ジャガイ

モ」そのものよりも「ジャガイモ」が入っている容器に対する類別接頭辞が使

われていることは,メ トニミー的な使用ともみることができる18。

前節において,類別接頭辞の中には,ある一定の名詞と結びつくことが予測
できる (すなわち,範疇が分かりやすい)も のと,名詞との結びつきが見定め
がたいものがあると述べたが,指示対象の状態を表わす類別接頭辞は,後者の
ものに多い。

夕の (25)におけるulJ接頭辞は,それぞれ動作の状態を表わす。

"a doη
   sryatti   lrun_gilЭη ga
your  eyebrows  cL BEIN CL‐ PII NONPAST

`You have ttick eyebrOwsF(ht.Your eyebrows are bushy)

b. gina la=xud-sq'aa-tf e-ga0-giini.

something   I=bydrinking― cL‐TA‐ :HABrr―PAST

'I used to have a■ ttle dJnk'

c galaa=χan=uu   c'it'alol?waay   xab‐ lo‐gon

soon            the arow      cL―MOVE‐P.AST

'Soon the arrrlw went fast'

(25a)の類別接頭辞澪レπ‐は動詞語本時″a′に付加され,全体として「眉毛」が

お
ナバホ語の類別辞にも,袋に入った釘を示すのに,釘に対して用いられる類別辞ではなく,袋に
対するそれを用いる用法がある (Landar 1965)。 尚,Amenvald(2QXl:296Dも 参照。
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至る方向に向かって生えている状態を表わす。また,(25b)の類別接頭辞s`物‐

は,動詞語恨″bが表わす「摂取する」行為がごく少量でなされることを表わ

す。(25c)は,放たれた「矢」力ヽどのようにして移動したのかが類別接頭辞″タ

によって表わされている。これらの例における類別接頭辞は,特定の名詞と結
びつくわけではなく,例えば,(25c)の 類別接頭辞″ろ‐は,そ の節の主語
ο場り物繊 η `■e arrow'が どのような範疇に属するかを示すものではない

(「矢」に対する本来的なplJ接頭辞は″いである)。

更に, このような類別接頭辞が状態変化を合意する他動詞 (2項動詞)に現
われた場合 類別接頭辞は,行為の結果,その対象物 (=目的語)力'どのよう
な状態になったかを表わす。例え峙

m a cudlcacaaD詢vaay d 'la md‐ rom_も_gon.

the.chair=into he by.sitting-cl,BRxAK-PAsr

`He broke the Ch」 r hto pieOes by sitting'      |

b sdd q'J=゛  ■m musomuus j記 ‐ぱab‐ Sgidon
chfF  base=to  Tim  cow      byshooting‐ α‐coNTACT[PASl・ l
`■lm shot a cow atthe bottom ofthe cli■ '

C tttaay  'la 価‐2iw夕o19on

the sand he ,d〔 顧 ng CL‐ HAVE A HOШ‐PAST

`He dug a bセ hOle in the sand'

(26a)の粉々の状態になったものを表わすulJ接頭辞″b″は,こ の場色「座っ

て壊した」結果,「椅子」がバラバラになった状態を表わしている。また,(26b)

の類別接頭辞9夕らは,人などがうつぶせになった,あるいけ,腹ばいになった

状態を表わすが, この場合は,「牛」を「銃で撃った」結果,その「牛」がそう
いった状態にあることを示している。更に (26c)では,「掘ることによって」空

けられた穴の大きさが類別接頭辞λ″によって表わされている。

このような類別接頭辞の本来の機能とは異なる用法は,物だけでなく人に適
用される場合にもみられる。

W a. ginallardi O sgab-jicula4 -gan.

something=because.of (people) cr-werK.lrouro[n]-resr
'Because of this, people stooped (with old age) walked around.'
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b. waaj=xuy=tl'aa='uu

toward.the.other.side=but=Foc

dii nana-gu-ciidan.

I by,staggering-cl-vovr.rasr[resr]
`But I,hunchbacked,staggered tOward the other side.'

c'lo=sri+?al_。 ud‐9a

he=sick+cL‐1熙‐NONPAST
｀
`He,P■晨t iS lying sicに '(E血co 2005:1646)

(27a)と (27b)の類別接頭辞は,本来,無生物に対して用いられ,それぞれ
「曲がった物」「平たくくばんだ物」の範疇に属することを表わすが, この場合

は,人に適用されて,いずれも背中が曲がった状態にある人を表わす。また,
(27c)の類別接頭辞は,親愛の情を表わすものである。中立的な表現であれば,
(27a)は語根jお〃ηが複数の主語に対して用いられるので類別接頭辞にク″‐,
一方,(27b)と 〈27c)は″θ‐が現われる。尚,名詞類別を行なう言語の中には,

社会的地位を表わす類別辞があるが,ハイダ語にはない。
これらの例における類別接頭辞は,いずれも自動詞節の主語あるいは他動詞
節の目的語となる名詞と本来的に結びつくものではなく,従って,それらの名
詞の意味範疇を示すという本来の類別接頭辞の機能とは異なる働きをするとい

える。こうした類別接頭辞の用法が可能なのは,結局,話者が実際の発話の中
に現われる事物 (=名詞)に対して,最も顕著なもの,あるいは,卓立させる
べき特徴を文脈に応じて選ぶことができる自由度があるからであろう。もしそ

のような表現上の手段が不要であれ成 中立的な類別接頭辞を選択すればよく,

更には,類別接頭辞が付加され得ない自由語根によって同じような出来事を表
現することもできる。例えば,次にあげるのは,類似する出来事をそれぞれ自
由語根 (各組のa)と拘束語根 〈各組のb)で表わした例である。

@ a.hawiid=Ian 'laa

in.a.hurry 3

ge taa-gan.

something eat-pAsT

b'laa

3

'He ate something in a hurry.'

ga *gab-oaac'i-gan.

something cL-EAT-RAsr

`He ate something fast.'
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29 a lo=qaa_cuD― gon

I=、、lk―around―PAST

`I～valked around'

b9ma=χ and1         0      sgabjicubl‐ 9on
sometlling because of  (peOple) cL‐ ヽ盪 K ANЭ UND‐ PAST

`Because ofths,people stooped(宙th Old age)walked aroundF =07め

これらのulJ接頭辞は, これまでみてきた例と同梅 それらの他動詞節の目的

語 ((28b)o孵 `somettg')や 自動詞節の主語 〈(29b)の 0(こ の場合は文脈

から `people')と なる名詞句が表わす指示物の意味範疇を表わすわけではない。

むしろ,(28b)の類別接頭辞ク トは「食べる」という行為の行なわれる様子を

表わす ((29b)は上掲の (27a)を参照)。 各組の拘束語根を用いた例と同じ出

来事を自由語恨で表わすとすれ成 (28a)は 滋″物り解がin a hurry'のような

副詞 (句),ま た,〈29a)であればり

“"〆
bent'を修飾語 (句 )と して加える

必要がある (拘束語根の′″zについては32を参照)。 そのいずれの表現によって

も文法的には適っているが,両者の間には文脈の中での適不適の差があろうし,
また,動詞に情報を集中させる傾向にあるハイダ語では,む しろ拘束語根を用
いた各組のbのような表現が好まれると予想される。

このことは,例え氏 次に示す,談話から抜き出した発話でもみてとること
ができる。(30)は,″ ο滋

“
`my grandfather'が 家の前0綺子に座った状態で

(=(30[1])),日笛を吹きながら足でリズムをとっているうちに,椅子をバラ
バラに壊してしまい (=(3012])),その物音を聞いた語り手が見に行ってみた

ところ,椅子がバラバラになった状態で地面に散乱していた (=(30[31))と
いう一連の出来事を描写したものである (但し,実際には,[1]から [3]の文は

一続きになっているわけではなく,それらの間に他の文が入っている)。

00 [1l dii Cinca=?。 S。l    naagaay  χaD=gu  cudicacaa]?u=guば 、―■■90■

my grandfather=too dle house in front of cllalr=on       sit― sc‐PAST

`ヽly grandfather、 vas sitting in front of the house'

12]di='uu cuttcacaaO?waγ =di 'h Gud‐ k'om‐ lo‐gon

then the.chair=into he by.sitting-cl-narar-easr

'He broke the chair into pieces by sittinf.' = (26a)
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[3] cud*oacaa4?waay tlagaay=gu jal-cudi-gan.

the.chair the.ground=on cl-uE-pAsr

'ThE (paru of the) chair piled up in a mess.'

(30[3])の類別接頭辞ノαメは小さな物体が散乱した状態を表わすが,それを拘
束語根σ″″を用いた述語の「中」ではなく,次の (31)のように「外」に出し
て表わすことも可能である。

00 a.cudttaaO?waay

the chalr

b oudtacamfwaay

the cha■

jalJuu_s

CL‐R00T‐ NONPAST

jaliuu_s

CL―ROOT‐NONpsT

tlagaay=gu

the.ground=on

tlagaay=gu

the.ground=on

*ca-oudi-gan.

CL.LIE-PAST

?iijin.

be[msr]

いずれもルシ ″̀ be messy'と いう修飾語を名詞 `the chair'に加えた表現であ

るが, これらの文は,その椅子がどういう状態で存在しているのかを表わすの
ではなく, どのような状態の椅子が存在するのかを表わしており,おそらくこ
の文脈には適合しないと考えられる。つまり, この文脈において,その椅子の
状態に関する新しい情報は,名詞に加えられる修飾語ではなく,動詞の中の類
別接頭辞に担わせる方がより相応しいとみられる。おそらく類別接頭辞を用い

た表現 あるいは,〈28)(29)でみたような拘束語根と自由語根のいずれによっ

て述語を組み立てるかは, こうした談話上の情報構造とも関連してくるとひと
まず考えられよう。

更に,情報構造との関連でいえば,類別接頭辞には,他動詞の目的語が明示
されなくてもその指示対象を表わす機能がある。例えば,

oa naah=対 ='uu   O   'laa  ca‐ sdlo‐c'門

inside=to=FOC  (it)  3    cL‐MOVE‐intOIPR]

`He canled(it)inSide.(ヽ Ⅵlson 1972)

この文の目的語となる名詞句は明示されていないが,用いられている類別接頭
辞c‐によって何か平たいもの,あるいは,平たい容器に入ったものを運ぶこと
が表わされる

19。
すなわち,名詞が明示されていなくても,類別接頭辞がその

°この例は翻訳応答形式によって得られたものであり,実際の文脈がない文であるが,話者が目的
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存在を示すとともに,その指示物が何であるかを具体的に表わす働きをしてい

るといえる。談話上においては, この類別接頭辞があるゆえに,何が省略され

ているかが分かる仕組みになっており,911接頭辞が情報構造において,定の

役書Jを果たすことがこの例からも窺える。

5.名詞類別と類別接頭辞の機能

32で述べたように,ハイダ語の類別接頭辞の機能のうち,統語的に関わる名

詞の意味範疇を示すという名詞類別の観点について述べると,ハイダ語に限ら

ず,名詞類別を行なう言語における類別辞を普遍的な意味的パラメーターによう

て記述できるか否かという問題がある。おそらく人間が認知しやすいのは視覚

に訴える特徴であろうから,例え氏 形状や有生性に基づく分類は多くの言語

で認められ (Auan 197Z Aikhenvald 20∞など), また,外部者にとっても捕捉

しやすい。しかし,形状を記述するためのパラメーター (例えば,Idttnsbnall

[eXtendedness][direc■ on]な ど。AIkhenvald 2000を 参照)をみてみると,それ

らのうち, どれが関与的なのか,あ るいは,それらがどのように組み合わさっ

て名詞類
=Jの
体系をなしているのかは,言語によって区々であり,一見したと

ころ,そ こに普遍性を求めることはおそらく難しい。そもそもそうしたパラメー

ターがその言語あ名詞Ol」のあり方そのものを提えるのに妥当なのかどうかと

いう点も検討すべきであろう。

これまでみてきたように,統語的に関わる名詞 (自動詞節では主語,他動詞

節では目的語〉が属する意味範疇を示すというのがハイダ語の類別接頭辞にみ

られる典型的な類別の機能であると考えられる。しかし,類別接頭辞で示され

るその範疇は決して固定的ではない。実際,‐つの名詞がその使われる文脈に

よって異なった範時に属することがあるのは,その範疇に「可変性」があるこ

との現われである。話者は,ある物体を捉える際に,様々ある特徴のうちで最

も頭著なものをその都度選び出し,類別接頭辞と結びつけているのであり,そ

れは類別接頭辞の範疇に可変性があるから可能なのである。 4節でみた名詞の

その時の状態を表わす類別接頭辞の機能 (上掲の (30)な ど)は,そ うした範

疇の「可変性」の延長線上にあるものとみることができよう。

このような類別接頭辞の機能は,本質的には,名詞を「個別化」することに

語として例示していたのは,`a pttm of bellnes'で あつた。
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あると考えられる (Denny 1986,C崚 1994を参照)。 すなわち,名詞が表わす

事物に対して文脈に沿った情報を加えることによって限定し,その名詞により

具体性を与えるのが類別接頭辞であると考えられる。しかし,言語相対論の観
点からみると,言語外現実にある様々な事物の捉え方力涸 々の言語に固有のも
のであるとするならば,それを個別化する機能を担う類別接頭辞 (よ リー般的
にいえば類別辞)も その言語固有の原理によっていることになる20。 このよう

に考えれ氏 類別辞を記述する意味的なパラメーターにどの程度の普遍性があ

るのか,検討の余地が多く残されていると言わざるを得ない。
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